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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
長崎県ではどうかというと、全国とは異なり、大学病院や医療センターなどの公的病院での分娩が少なく、診療所が占める割合は全体の約２／３と、診療所の占める割合が多いことがわかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一番の問題点は、長崎の産婦人科医の高齢化が進んでいる事です。
産科医療に従事する年齢の平均が全国で４３歳であるのに対し、長崎県は平均が５０歳となって、全国で３番目に高齢となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
正常分娩が診療所に移っていけば、総合病院の勤務医は夜間に正常産で起こされることが減り、異常分娩のみをみればいいことになります。
結果として労働条件が改善され、過重労働による退職も避けることができます。
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